
　新年明けましておめでとうございます。健やかに新春をお迎えのことと、
心よりお慶び申し上げます。
　昨年は新外来棟が本格稼働し、創立50周年事業で進めてきたハード
面の整備が整いつつあります。世の中は病院経営で苦戦が続く一方で、
AIが凄まじい速度で浸透し、あらゆるものが数値で解析され、AIに支配
されることへの懸念も聞かれます。しかし、使いこなせば業務負担を軽減
し、より独創的・戦略的に業務に集中することができます。
　私たちが迎える今年は午年（うまどし）です。馬は単なる力の象徴では
なく、古くから心を通わせる人間のパートナーでした。「人馬一体」という
言葉は、乗り手と馬が互いの呼吸を感じ、深い信頼関係があって初めて
成立するものです。多くの若手医局員を育てる業務が特定機能病院に
課せられれば、その使命をよく考え、それぞれの部署で乗り手と馬が深い
信頼関係で結びつけられ、ますます発展していく年になることを望みます。
　そこにはAIが弾き出す数値だけでは決して到達できない、心と体の
調和、そして「信頼」の姿があります。医療の現場もまた、データやAIによる
診断支援の恩恵を受けつつも、最終的に患者さんと向き合い、その苦悩
や喜びに寄り添うものは、理念に裏打ちされた人間の心です。今年は、
AIやデータという「駿馬」を乗りこなす「乗り手」として、医師としての使命
感を自覚し、私たちの原点であるキリスト教的人類愛に根差した共感力
と倫理観を一層磨き、その手綱を私たち自身がしっかりと握る一年にしな
くてはなりません。専門的研究の成果を人類の福祉に活かすという責務
を果たし、「天馬空を行く」がごとく、聖マリアンナ医科大学が力強く飛躍
する一年となりますことを心より願っております。

　皆さま、新年あけましておめでとうございます。21世紀もすでに四半世紀
を超え、新しい年も我々にとって更なるチャレンジの舞台となりますよう
頑張りたいと思います。
　さて、昨年は我が国初の女性総理である高市政権が誕生しました。
新政権の掲げる政策の三本柱は「物価高・生活支援」「成長・安全保障」
「税制・社会保障改革」ですが、医学における研究開発や医療制度改革
など、本学にも関連深いポイントが数多く含まれています。特に経済成長
の中心となる17の戦略分野には「合成生物学・バイオ」「創薬・先端医療」
が明記され、具体的な項目には再生医療、細胞医療、遺伝子研究も含ま
れています。ここ数年はあらゆる分野の研究開発予算も削減が続いてお
りましたが、ようやく成長戦略に医学研究が貢献できる機会が訪れること
になります。大学や研究機関にとってはチャンス到来と言えるでしょう。
　また生活安全保障としての社会保障制度、医療提供体制に関しても
改革が進められる方針で、補正予算も含めて大学病院への支援の強化
が期待されます。
　ポストコロナの時代に訪れた、著しい諸物価高騰の影響を受けて厳し
い法人収支となりましたが、全教職員の賞賛に値する努力でようやく改善
傾向となりました。新たな大学の前進に向けて舵をきれそうですが、政策
による支援は、これにかなう成果を社会、国民に還元する責任を伴うこ
とを忘れてはなりません。高度先進医療の提供、先端科学研究の推進、
高度医療人材の養成を今年も緩めず進めて参りましょう。

新政権への期待 天馬空を行く

学　長   北川  博昭理事長   明石  勝也
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主な内容

先日父の 7 回忌で帰省
した際、私の通った小学
校が統廃合され、閉校式
が行われるというポス
ターを町中で見つけまし
た。弟妹たちはもとより、
私の父も通った古い小学

校でした。私が小学校に
通ったのは昭和 36 年か
らの 6 年間で、当時日本
は高度経済成長の真っ只
中にあり、昨日よりも今
日、今日よりも明日が確
実に豊かになると言える
時代でした。

一方、現代は不確実性
や複雑性が強く影響し、
将来の予測が困難な時代
と言われています。この
点について私が私淑する

田坂広志先生は、未来を
予測するひとつの方法と
して、事物のらせん状の
発展ということを述べて
おられます。これはあた
かもらせん階段を昇るよ
うに、上から見ていると
同じところを回っている
ようでも、横からみると
一段上に昇っている、つ
まり古くて懐かしいもの
が、新たな価値を持って
一段上のレベルで復活し

てくるということを表し
ており、わかりやすい例
として、手紙の文化を挙
げておられます。通信手
段が手紙から電話へと移
り、一時は手紙は廃れて
しまうのではないかと思
われましたが、IT 技術
により全く新しい価値を
持った手紙、昔とは比較
にならない利便性とス
ピードを持った電子メー
ルとして復活してきまし

た。
今のデジタル全盛期に

富士フィルムから発売さ
れているチェキというイ
ンスタントフィルムを使
用したフィルムカメラも
その例かもしれません。

もし私が小学生のとき
に慣れ親しんだ古くて懐
かしい事物や文化が、そ
のままの形ではなく、昔
では考えられなかった新
しい価値をもって復活し

てくるのであれば、それ
はそれで胸がときめくよ
うなことではないでしょ
うか。それがどんなもの
かは、凡人の私には思い
浮かびませんが、楽しみ
に待ちたいと思います。

臨床検査医学・遺伝解析学 
特任教授　信岡祐彦

らせん階段

新年のごあいさつ / 春夏秋冬
新春によせて
研究者紹介 / 教室・施設紹介 / 他
前田賞授賞式
創立者等追悼ミサ / 継灯式 / 他
第 68 回東日本医科学生総合体育大会 / 他
寄付金 / 臨床研修センターだより/ 他
附属病院・施設だより / 他

（第 1 面）
（第 2・3 面）

（第 4 面）
（第 5 面）
（第６面）

（第７・８・９面）
（第 10・11 面）

（第 12 面）
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新年のご挨拶2026 年
新年あけましておめでとうございます

医学部長　加藤　智啓

大学院医学研究科長　遊道　和雄
大学院　難治性疾患病態制御学　大学院教授

大学病院　病院長　大坪　毅人

新春によせて

新年明けましておめでとうござい
ます。皆様におかれましては、健や
かに新しい年をお迎えいただいたこ
ととおもいます。

聖マリアンナ医科大学病院は昨年
の年末年始期間中に外来の移転を行
いました。新外来棟は旧病院別館を
改修した建物と 5 階建てのエントラ
ンス棟により構成されております。

エントランス棟には 2 階にはタリー
ズコーヒー、3 階にはセブンイレブ
ン、4 階には聖堂、介護ショップ、理
髪店、がん相談支援センター、5 階
には MUJI カフェが配置されており
ます。外来棟は１階から 6 階まで各
診療科の外来が配置されております。
既存の建造物を改修したため当初よ
り待合スペース確保の問題がござい
ました。その対策として、マリアン
ナアプリの導入をお勧めしておりま
す。このアプリはいわゆる Personal 
Health Record といわれるもので、す
でに 13,000 人以上の方がご利用され
ております。具体的には、ご自分の
画像診断、検査結果、投薬内容など
診療情報の共有のみならず、診察待
ちの順番を確認することができます。
この機能を利用することで順番がく
るまで診察室前以外の場所で過ごす

ことができます。このほか駐車場の
混雑状況や、大学病院のご案内をは
じめ様々な便利機能が搭載されてお
ります。また、診察終了後会計を待
たずに済む後払いシステムとしての

『らくーだ』も以前より導入しており
ます。

全国の病院の経営状態は、物価の
高騰に伴う医薬品・医材料費の高
騰や人件費の増加に見合う診療報酬
が設定されていないため、極めて厳
しく収支が赤字の病院も多くあると
いった状況です。そんな中当院は教
職員一丸となった努力の結果、何と
か黒字経営を維持することができて
おります。教職員のご尽力に心から
感謝申し上げる次第です。

旧病院本館は現在 8 階部分の解体
が終了しようとしています。全ての
整備には後 1 年半ほどを要し、それ
までの間ご不便をおかけすることと
思いますが、当院は特定機能病院・
地域の中核病院としての役割を果た
すべく今後も精進を続けて行く所存
です。

新年、明けましておめでとうござ
います。大学院医学研究科の運営・
教育にご尽力、御高配をたまわり、
感謝申し上げます。本年も、ご指導
ご鞭撻のほど、どうぞ宜しくお願い
申し上げます。

現在、国内外において、新しい生
活活動、経済活動、そして医学・医
療の場においても、社会は全ての側
面で「ニューノーマル」が模索され、
新しい姿を描き出そうとしています。
大学院に集う学生ならびに若手研究
者には、医学・医療の領域ばかりで
なく、これからの新しい共生社会を
構築する牽引役としての役割を担っ
ていただきたいと思います。こうし
たことを心に留め置き、日々一歩づ
つ歩んでいくことが、まさに本学の
建学の精神を具現化することにほか
なりません。

本学の大学院医学研究科では、最
先端の医学・医療研究を担う基礎医
学・臨床医学の専攻分野に加えて、
いくつかの新しい学問領域に関する
専攻分野も開設し、常に社会のニー
ズと医学・医療の進歩に適応した大
学院教育・研究ができるように整備
してきました。さらに、医学統計、
英語でのプレゼンテーションスキル、

英語での論文作成能力を習得し、国
際的に活躍できる医学研究者・医学
教育者・医学に係わる高度専門職業
人として生涯成長しつづけることが
できるよう育成していきます。また、
社会人を対象とした大学院進学も推
奨し、社会のニーズに対応していき、
新しい働き方改革にも沿うように常
に情報収集に努め、組織・制度改革
の要否を検討しております。

このように、医学・医療ならびに
社会の進歩を常に見据え、専攻分野
や大学教育のあり方・あるべき姿を
常に検討し、改正に努めていきます。
大学院に集う全ての研究者が、円滑
に研究活動を遂行し、得られた知識
を有効に活用して社会還元に繋げて
いただくことを期待しております。

今後とも、自立した研究者として
医学に対して積極的な研究意欲のあ
る者、探求心を不断に持ち、国際的
視野に立って医学を研究できる者、
新たな知見や技術を理解・吸収し、
自ら成長できる者、豊かな人間性を
持ち、人類社会に貢献できる者に広
く門戸を開き、大学院への進学なら
びに研究活動を推奨していきたいと
存じます。皆様がたの更なるご指導
ご鞭撻を宜しくお願い申し上げます。

明けましておめでとうございます。
昨年、米価の高騰には皆様も驚き

になったことと思います。一昨年
5Kg で二千円強であった米価が一年
間でなんと二倍半、五千円近くに跳
ね上がり、「令和の米騒動」と言わ
れ、今もなお高止まりをしています。
海外から安くお米を輸入すればよい
との考えもありますが、その流れが
進めば主食である米の自給率を下げ
ることになり、食料自給率が四割弱
と大変に低い我が国において、食料
安全保障上重大な懸念ともなります。
食料自給率を保ちつつ米価が下がる
ことを切に願っております。そして、
米に限らず生活必需品を含めすべて
の物が 1、2 年前に比べ三割も四割も
高くなったように思います。この物
価高騰に所得が追いついていないの
は明らかで、その最たる分野のひと
つが医療です。

物価高騰に対して診療報酬の伸び
はいわば周回遅れともいえる低さで、
多くの医療機関で経営に四苦八苦し、
医療の供給体制そのものに影響が出
かねない状況になっております。大

学医学部も例外でなく、特に附属病
院等での医療収入を主要な財源とす
る私立医科大学にあっては、医育体
制の維持充実化にも影響してくるこ
とが懸念されます。昨年秋に新しい
内閣が発足しました。将来の医療を
担う医師の育成という医学部の使命
をしっかりと果たすため、診療報酬
をはじめとして医療・医育のバック
アップ体制をしっかりと整えていた
だけるよう切に願っております。

本学医学部では、創立以来「良医」
を育てることに注力してまいりまし
た。教育カリキュラムでは、人間の
一生を支える社会のシステムを学ぶ
という観点から、第 1 学年から「早
期体験実習」を設け、マタニティク
リニック、幼稚園、地域医療機関、
高齢者介護施設を順次訪れる実習を
しています。

また、第 3 学年では重症児（者）
施設や緩和ケア施設を訪れる実習も
行っています。本学学生を受入れて
くださっている施設の方々には、こ
の場を借りて篤く御礼申し上げます。
第 4 学年では、医学知識を問う「CBT」

と医療実技を問う「OSCE」からな
る共用試験が行われます。共用試験
は統括機関から派遣される監督者・
評価者と共に行われ、その合否は全
国で統一された基準で判定されるな
ど公的化されており、準国家試験と
しての役割を担っています。これに
合格すると「臨床実習生（医学）」に
認定され、診療参加型臨床実習を開
始します。医療現場では医療スタッ
フの一員として医学・医療を学ぶこ
とが求められます。これには教員の
熱心な指導と現場職員の理解が必要
であり、学外医療施設等にも多大な
ご協力をいただいております。

特に学外でご協力くださっている
方々にこの紙面を借りて感謝申し上
げます。今後、臨床実習における診
療参加の度合いが一層高くなるよう
に努めていく所存です。

課外活動においては、東日本医科
学生総合体育大会の開催を始め、コ
ロナ前の水準に回復しつつある状況
で、大学としても課外活動を支援し
てまいります。学生同士の交流が深
まることで信頼しあえる仲間が増え

ていくと期待しています。
本学のディプロマポリシーのひと

つに「生涯にわたって省察し実践す
る基礎ができる」という項目があり
ます。言い換えれば、「自分で自分を
育てていける」ということだと思い
ます。学生諸君にはこの姿勢の重要
さをしっかりと自覚してもらうとと
もに、教職員はじめ周囲の方々には、

「自分を育てていける」学生を支援す
るためにご協力とご理解を切にお願
いする次第です。

今年も本学学生の学問成就と本学
の発展のため努力してまいります。

よろしくお願い申しあげます。
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看護の未来を担うために、
日々を生きる

混迷する社会情勢の中で

看護専門学校　校長　鈴木　昌子

多摩病院　病院長　長島　悟郎
脳神経外科学　教授

福田　　護

西部病院　病院長　明石　嘉浩
循環器内科学　主任教授

新春によせて

新年あけましておめでとうござい
ます。2026 年の幕開けを、ここ聖マ
リアンナ医科大学横浜市西部病院で
皆さんとともに迎えられることを、
心よりうれしく思います。院長とし
て初めての年越しを迎え、あらため
て地域の皆さまの健康を守る使命と、
職員一人ひとりの努力に支えられた
病院であることを実感しています。

昨年は「安心と信頼の医療を届け
る」というスローガンのもと、地域
医療の充実と医療安全の向上に力を
注いだ一年でした。地域の医療機関
との連携推進や救急受け入れ体制の
強化、多職種による協働の深化など、
皆さんの現場での真摯な取り組みが、
地域に選ばれる病院の礎となりまし
た。特に医療安全の面では、一人ひ
とりの意識と行動が患者さんの命を
守り、安心を築くことで改めて確認
できた年でもありました。

西部病院を取り巻く環境は、今ま
さに大きく変化しています。昨今の
ニュースでも医療機関を取り巻く厳
しい現実が報じられていますが、病
床稼働率に対する意識改革など、皆

さんの日々の努力によって確かな前
進が見られます。時代が変わっても、
地域の方々に寄り添い、安全で質の
高い医療を提供するという私たちの
使命は変わりません。医療安全文化
をさらに根づかせ、職員が安心して
働ける環境を整え、患者さんが安心
して受診できる体制をともに築いて
いきたいと思います。

2026 年は、皆さんとともに掲げた
病院のビジョン「人と地域のいのち
を支え、確かな医療で未来を築く」
を具現化していく一年です。翌年
に控える国際園芸博覧会（Green ×
Expo 2027）に向け、開催地から最も
近い医療機関としての責務を果たす
べく、しっかりと準備を進めてまい
ります。

皆さまのご健康とご活躍を心より
祈念し、新年のご挨拶といたします。

今年度、日本看護協会は「看護の
将来ビジョン 2040」として、看護が
めざすもの、あるべき看護の実現に
向けた戦略、さらに看護職が活躍す
る基盤となるものを示しています。
これらは日本の社会の変化を見極め、
取り組むべき看護職の課題と課題達
成に向けた努力を記載していると考
えます。

社会の変化に飲み込まれず、私た
ちがとるべき行動を具体的に考えて
みたいと思います。

まず人間の営みの基盤となる普遍
的なものが何か知る必要があります。
それは日常を真剣に懸命に生きるこ
とだと思います。京セラの創業者で
ある稲盛和夫氏が著書「生き方」の
中で「今日を完全に生きれば明日が
見える、充実した一日の連続が、五
年たち、十年たつうちに大きな成果
に結実する」と述べています。この
教えが時代を超えた普遍的真理であ
ると考えます。
「看護の将来ビジョン 2040」の実現

のため看護職が活躍できる基盤とし
て示されているのがウェルビーイン
グの実現です。看護職一人ひとりが
身体的にも精神的にも社会的にも満
たされた状態で過ごせることへの職

場風土の醸成、国民における社会的
理解の浸透を目指していくとしてい
ます。この実現のために看護を取り
巻く環境を整えていくことが絶対条
件です。

しかしそれだけでは看護職個々の
本当の満足、幸福には結びつきませ
ん。具体的には自らの行動に対する
批判的な問いと真実に向き合う勇気
をもって毎日を真剣に懸命に生き、
それを積み重ねていくことです。そ
れが看護師としての成果を具現化し
ていくことにつながります。つまり
高い自律性を持った専門職としてそ
の役割を体現するということです。
これができて初めて個々のウェル
ビーイングが実現すると思います。

2040 年、看護職の中心として活躍
する看護学生の皆さん、自身のウェ
ルビーイングを実現し、それを基盤
として「看護の将来ビジョン 2040」
の達成に向け、日々を真剣に懸命に
生き抜いてくれていることを心から
祈ります。

新年、あけましておめでとうござ
います。平素、当院に多大なご支援
を賜り、心から御礼申し上げます。

2025 年 12 月より、形成外科松本洋
主任教授のご支援で当センターに形
成外科が加わりました。
「内外合一・活物窮理」は華岡青

洲の有名な金言です。華岡青洲は、
1804 年（文化元年）10 月 13 日、世
界で初めて通仙散内服による全身麻
酔下での乳がん摘出術を行いました。
「内外合一・活物窮理」には様々な

解釈があります。一般的には、「治療
に際しては外科と内科を区別せず、
患者自身の病気を深く探求すべきで
ある」と、解釈されています。また、「内
科は漢方医学、外科はオランダ医学」
と解釈する人もいます。

この言葉には、外科という枠にと
らわれず、患者さん一人ひとりにあっ
た医療を行うという、現代医学と共
有する華岡青洲の医療哲学が示され
ています。

2012 年 3 月、「乳がん手術におけ
る根治性と整容性の追求」を目的と
して、日本乳癌学会と日本形成外科
学会共同で、日本乳房オンコプラス
ティックサージャリー学会が設立さ
れました。聖マリアンナ医科大学は、

この学会の中心的施設として高い評
価を得ています。今回、当センター
に形成外科を開設して、乳房再建外
来を開始することにより、大学とセ
ンター両施設の特徴を活かして、さ
らに質の高い乳がん医療を提供する
とともに、患者さんの利便性向上を
図ります。また、一般的形成外科診
療を行い、麻生区を中心とした地域
医療に貢献します。
「乳腺外科、形成外科合一・活物窮

理」の精神で、個々の患者さんにあっ
た治療を行うとともに、当センター
を若い乳腺外科医、形成外科医の教
育や実践の場にしたいと考えていま
す。

当センターでは、乳がんの診断、
治療、看護、検査などの各分野で、
最高のスタッフが外来診療を行って
います。ここに形成外科を加え、乳
がん患者さんに対するワールドクラ
スケアをさらに追求していきます。

今年も何卒よろしくお願いいたし
ます。

ブレスト＆イメージング先端医療
センター附属クリニック　院長

内外合一・活物窮理

新年あけましておめでとうござい
ます。今年も、皆さんにとって、価
値ある 1 年になることを、心から願っ
ています。

昨年 10 月、維新との連立という
形で何とか高市政権が動き出しまし
た。国際的にも国内的にも課題が山
積している中で、どのような舵取り
をしていくのか注目が集まっていま
す。これまで公明党が担ってきた国
民に対する大きな責任を、はたして
維新が担えるのか、不安が残ります。
企業献金などを含めた政策協議で決
裂した場合には内閣不信任案可決か
ら一気に衆議院解散に進み、創価学
会の支持を失った自民党が解体の危
機に瀕する事態にもなりかねません。
国際的には、日本の政治的混乱を虎
視眈々と狙っている国々もあり、日
本としては厳しい 1 年になりそうで
す。たぶん、円安はさらに進み、人
件費はさらに上昇し、食材やエネル
ギーなど輸入に頼る物価は高騰し、
潰れていく医療機関は後を絶たなく
なるかもしれません。川崎市立多摩
病院は聖マリアンナ医科大学が指定
管理者として運営しているとは言っ
ても、川崎市立病院の一翼を担う公
立病院であるため、全国公立病院連
盟や全国自治体病院協議会にも参加
しています。急速な人口減少の煽り

を受けて、地方の公立病院は瀕死の
状態に陥っています。医師がいない、
患者が減る、委託業者が撤退する、
行政の予算も枯渇しつつある、それ
でも閉鎖することはできない、それ
でも公立なので給料が減ることはな
い。こうした医療機関に比べると、
当院への行政からの補助は減価償却
費程度に限られ、それでいて不採算
医療を行うことを求められ、給与は
市立病院より低く、そんな中で必死
に市民のための質の良い医療を提供
するという、厳しい条件が揃ってい
る中で、昨年は教職員が本当に必死
に頑張ってくれたと思っています。
大学が指定管理者として運営する公
立病院は、地域包括ケア病棟が中心
の 42 床の宮崎市立田野病院、250 床
の金沢医科大学氷見市民病院、そし
て川崎市立多摩病院の 3 つしかあり
ません。アカデミアが市立病院で市
民目線の医療を展開するという、市
民にとって得難い医療提供体制を発
展させればさせるほど、周りからの
批判的意見も増えていきます。そう
した意見にひるむことなく、今年も
しっかり、市民のためのより良質な
医療を求めて、馬車馬のように進ん
で行こうと思っています。

皆さんの、温かいご支援を、宜し
くお願い致します。
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教室・施設紹介

本学では、医学教育の実践に顕著
な成果を上げた教員の功績を称え、
併せて全教員の教育意欲と能力向上
を目指し、令和 2 年度より教員表彰
制度を新設し、今年で 5 年目となり
ました。令和 6 年度のベストティー
チャー賞は、講義部門で第 1 ～ 4 学
年に配当された講義担当教員から各
学年 5 名、実習部門で第 1 ～ 4 学年
に配当された基礎系実習の担当教員
から各学年 8 名、第 6 学年に配当さ
れた臨床系実習の指導教員 8 名が、

令和 6 年度　ベストティーチャー賞

医学部学生の投票により選出されま
した。各部門の 1 位・2 位の教員を対
象として令和 7 年 6 月 18 日（水）に
表彰式を執り行いました。式では北
川学長による表彰状授与についで各
受賞者から歓びの声とともに今後に
向けた力強い抱負が語られました。

同表彰は引き続き実施して参りま
すので、教員の皆様には学生教育の
更なる充実に向け、引き続きご尽力
下さるようお願い申し上げます。

教員表彰選考委員会　委員長　池森 敦子

各部門受賞者・講座（受賞者は1・2位のみ掲載）所属は令和6年 4月 1日現在

研究者紹介 

受賞・表彰

循環器内科時代
には、臨床におい
て 2008 年にハー
トセンターで全
国に先駆けて心
不全チームを立
ち 上 げ、 多 職 種

によるチーム医療を実践してきまし
た。また、2013 年には U40 心不全ネッ
トワークを設立し、全国の同世代の
若手から中堅の医師とともに心不全
に関する臨床研究を実施してきまし
た。特に多施設での急性心不全の前
向きレジストリー研究（REALITY-
AHF）では、コアメンバーとして研究
に参画し、短期間で多くの心不全症
例のエントリーができ、さらに医療
統計の専門家が入り、複数のサブ解
析が同時に動くという、単施設では
味わえないスピード感と多施設共同
研究ならではのチームビルディング
の重要性を感じました。その後、神
奈川県内での多施設共同研究である
K-STAR（トルバプタン）、BEYOND

（カルペリチド）も非常に良い経験に

研究も個人からチーム、単施設から多施設、
創薬から育薬、実施から審査

薬理学　主任教授　木田 圭亮

なりました。特に利尿薬のトルバプ
タン PK/PD 研究は循環器内科と腎
臓高血圧内科、そして薬理学による
学内共同研究で、一つの薬剤の薬物
動態と薬力学の研究について方法論
も含め深く知ることができ、その後
の直接作用型経口抗凝固薬（DOAC）
であるエドキサバンの PK/PD 研究に
その経験が生かされました。

心不全の新薬であったサクビトリ
ルバルサルタン（アンジオテンシン
受容体ネプリライシン阻害薬；ARNi）
は日本での発売が欧米と比較し遅れ
ましたが、発売初年度の１年間のデー
タを後ろ向きに収集した REVIEW-
HF と前向き研究の非盲検並行群間比
較試験 PREMIER study の両方にコ
アメンバーとして参画しました。欧
米の先行研究が多くある中で、日本
独自の視点で一つの薬剤の後ろ向き
観察研究と前向き介入研究が実施で
きたことは大きな経験となりました。
そして、両試験とも全国の心不全を
研究する仲間と共に研究することが
でき、私はすでに U40 は卒業してい

ましたが、U40 時代のレガシー効果
であったと思います。

また、これまで心不全を中心に治
験にも関わってきました。治験はま
さにチーム医療の実践の場であり、
治験担当医師をはじめ、薬剤部、治
験コーディネーター（CRC）、事務な
ど多くの部署と仕事をすることにな
り、ある意味で臨床の応用編と言え
ます。新薬が世の中に登場するまで
の経緯を身近に触れることができる、
創薬のプロセスを経験することは非
常に大きいですし、またその新薬を
臨床で使っていきながら、その薬剤
を育てるという意味の育薬、どちら
も大事です。

そして、研究には必ず倫理審査が
あります。私は幸いなことに臨床試
験と治験の両方ともに審査委員をす

る機会に恵まれました。研究を立案
する、実施する側だけではなく、審
査する側になることで、別の角度か
ら研究を見ることができ、さらに自
分の専門以外の分野の研究方法を知
ることもでき、大変良いトレーニン
グになりました。

これまでの経験から現在では心臓
や腎臓リハビリテーションの多施設
共同研究にまで活動の場を広げてい
ます。今後は、循環器や薬理学領域
に関する宇宙医学やスポーツ医学分
野の組織作りも考えています。一方
で、学内に目を向けると研究面での
課題も多いため、これからオールマ
リアンナでの研究環境の変革を進め
ていきたいと思います。そして、次
世代の研究者の育成にも力を入れて
いきたいと考えています。

【講義部門】
第 1 学年 第 1 位 有戸　光美（生化学） 第 2 位 土屋　貴大（生化学）
第 2 学年 第 1 位 洞下　由記（産婦人科学） 第 2 位 木田　圭亮（薬理学）
第 3 学年 第 1 位 足利　光平（スポーツ医学） 第 2 位 徳田　直人（眼科学）
第 4 学年 第 1 位 本橋　隆子（予防医学） 第 2 位 人見　敏明（予防医学）
　

【基礎系実習部門】
第 1 学年 第 1 位 井上　一歩　解剖学（機能組織）　  
 　〃 星野　敬吾　解剖学（人体構造）
第 2 学年 第 1 位 有戸　光美（生化学） 第 2 位 大神田　敬（微生物学）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　〃 佐藤　政秋（生化学）
第 3 学年 第 1 位 廣井　準也　解剖学（機能組織）　  
 　〃 右髙　潤子　解剖学（機能組織）
第 4 学年 第 1 位 本橋　隆子（予防医学） 第 2 位 太田　有紀（薬理学）

【臨床系実習部門】
 第 1 位 家　研也（総合診療内科学） 第 2 位 伊澤　直樹（臨床腫瘍学）

乳腺・内分泌外科学 講座

乳腺・内分泌外科学　主任教授　津川浩一郎

現在乳がんは日本人女性にお
いて最も罹りやすいがん種であ
り、死亡者数は４番目に多いと
されています。40 代から 60 代前
半の働き盛り、家庭でも要とな
る世代の女性ではがん死亡の第 1
位であり大きな社会問題といえ
ます。

乳腺・内分泌外科学講座では
大学病院、ブレスト＆イメージ
ング先端医療センター附属クリ
ニック、川崎市立多摩病院、横
浜市西部病院にスタッフを配し、
乳がん治療に全員が全力投球し
ております。おかげさまで所在
地の神奈川県川崎市のみならず、
横浜市、東京都、さらには全国
から多くの患者さんに来ていた
だいている実績があり、聖マリ
アンナ医科大学病院での乳がん
症例に対する年間手術件数、700
～ 800 例は全国の施設の中でも
常にトップクラスです。精度の
高い診断に基づく、根治性・整
容性・安全性に優れた手術を行
うことで、手術後にもそれまで
と変わらぬ人生・生活を送って

いただく、High-QOL を目指し
た乳がん治療を実践しています。
薬物療法も専門分野の一つとし
て積極的に行っており、例えば、
トリプルネガティブ乳がんとい
う従来予後不良で適切な治療が
乏しいといわれていたカテゴ
リーも、免疫チェックポイント
阻害剤を用いた術前化学療法を
行うことで著しい効果がみられ、
予後成績も飛躍的に改善してい
ます。さらにがん治療は集学的
治療が必須でありチーム医療が
欠かせません。形成外科、産科
婦人科、腫瘍内科、緩和ケア科、
放射線診断ならびに治療科、病
理診断科、遺伝診療部など関連
各科・部署には本当にいつもお
世話になっており、この場を借
りて御礼を申し上げます。

医療の世界は日進月歩です。
常に新しい知識・情報を収集し、
High-QOL を目指した乳がん治療
をさらに追求していく所存です。
今後とも乳腺・内分泌外科学を
何卒よろしくお願いいたします。

High-QOL（Quality of Life）を
目指した乳がん治療
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前　田　賞
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　（大学院　応用分子腫瘍学） 特任講師

上
う え

村
む ら

 　悠
ゆ う

　（血液・腫瘍内科学） 講師

野
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田
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 竜
りゅう

之
の

介
す け

　（腎臓・高血圧内科学）助教

川
か わ

口
ぐ ち

 　敦
あつし

　（小児科学 小児集中治療） 教授

望
も ち

月
づ き

 文
ふ み

博
ひ ろ

　（耳鼻咽喉科学） 講師

Nuclear PD-L1 triggers tumour-associated inflammation upon DNA 
damage

（邦題：DNA 損傷下において核内 PD-L1 は腫瘍関連炎症を引き起こす）

JAK1/2 Inhibitor Ruxolitinib for the Treatment of Systemic Chronic 
Active Epstein-Barr Virus Disease: A Phase II Study

（邦題：JAK1/2 阻害薬ルキソリチニブによる全身型慢性活動性 EB ウイ
ルス病の治療：第 II 相試験）

Machine learning-based diagnostic prediction of IgA nephropathy：
model development and validation study

（邦題：機械学習に基づく IgA 腎症の診断予測：モデル開発・検証研究）

Prevalence,management,health-care burden, and 90-day outcomes of 
prolonged mechanical ventilation in the paediatric intensive care unit 
(LongVentKids)：an international, prospective, cross-sectional cohort 
study

（邦題：小児集中治療室における長期人工呼吸の国際多施設横断および
前向きコホート研究）

Microbial alpha diversity in the intestine negatively correlated with 
disease duration in patients with Meniere's disease

（邦題：メニエール病患者における腸内細菌叢のアルファ多様性と罹病
期間との負の相関）

第 18 回 前田賞授賞式

この度は、栄えある前田賞を賜り、
心より嬉しく存じております。故・
前田先生、並びに選考委員の先生方
に、深甚なる感謝と御礼を申し上げ
ます。

受賞の対象となりました研究は、
がん免疫に関するもので、悪性度の
高いがんによって引き起こされる炎
症の仕組みを明らかにし、その知見
をがん免疫治療へ応用する可能性を
探究したものであり、EMBO Reports
誌に掲載されたものです。

研究を進めるにあたり、本学の先
端医学研究施設における充実した研
究環境、ならびに多様な実験機器の

この度は素晴らしい賞をいただき
誠に光栄に存じます。私の研究テー
マである慢性活動性 EB ウイルス病 

（CAEBV） は EBV が T 細 胞 や NK
細胞に感染・増殖することで炎症症
状を起こす疾患です。先行研究では
CAEBV の EBV 感染細胞で STAT3
が恒常的に活性化し炎症症状を引き
起こすことに加え、ルキソリチニブ
が STAT3 の活性化を抑制し、炎症
性サイトカインの産生を抑制するこ
とがわかっています。根治療法は造
血幹細胞移植ですが、移植時に炎症
症状がある症例の予後が悪く、い
かに炎症を制御するかということが
重要な課題でした。そこで私たちは

この度は、輝かしい伝統を持つ第
18 回前田賞を賜り、身に余る光栄で
あると同時に、深い感謝の念でいっ
ぱいです。明石理事長、鈴木委員長
をはじめとする選考委員ならびに常
任役員の皆様に、心より感謝申し上
げます。

受賞対象となりました研究は、「機
械学習（AI）技術を用いた IgA 腎症
の診断予測モデルの開発」です。IgA
腎症は、末期腎不全に至る主要な腎
疾患の一つですが、その確定診断は
出血などのリスクを伴う侵襲的な腎
生検に依存しているのが現状です。

そこで私達は、患者様の負担を軽
減するため、日常診療で得られる血

この度は、栄誉ある前田賞を賜
り、心より感謝申し上げます。本研
究「LongVentKids 国際共同研究」は、
28 か国 158 施設の小児集中治療室か
ら 2,700 例以上の長期人工呼吸管理
症例を集積し、その実態と転帰を明
らかにした世界初の国際前向き研究
です。多くの仲間や施設の協力によ
り、『The Lancet Child & Adolescent 
Health』誌に成果を発表することがで
きました。

本研究を通じ、重症児の人工呼吸

この度は、栄誉ある前田賞を賜り、
心より御礼申し上げます。本研究は、
メニエール病における腸内細菌叢の
変化を初めて明らかにしたものであ
り、多くの方々の支えによって実現
した成果です。日頃より温かくご指
導くださる耳鼻咽喉科医局の皆様に
は、研究を継続する力を与えていた
だき、深く感謝いたします。

研究の着想段階から方向性を示し
てくださった小森主任教授、そして
前庭医学の基礎から臨床まで幅広く
ご指導いただいた肥塚名誉教授には、
研究者としての基盤を築いていただ
きました。また、免疫学・病害動物
学教室の清水特任教授、宮部主任教
授には、国際的な視点と高度な解析
技術をご提供いただき、研究の質を

恩恵を受け、日々の実験を滞りなく
進めることができました。改めて、
本学の恵まれた研究基盤に深く感謝
申し上げます。

また、昨夏より本学ではがん基礎
研究のコンソーシアムが発足し、私
もその一員として参画させていただ
いております。ベッドサイドを意識
した基礎研究を進めることは、今後
も私にとって大きな課題だと感じて
います。この貴重な機会を活かしつ
つ、Bench to Bed を志向した基礎研
究を本学において展開してまいりた
いと存じます。

CAEBV に対するルキソリチニブの効
果と安全性を評価するため医師主導
治験を実施しました。本研究の結果
からルキソリチニブは CAEBV の炎
症症状を改善し、移植成績の向上や
生命予後の改善が期待されました。

本 研 究 に 携 わ り 私 は Physician-
Scientist になりたいという志がより
強固になりました。診療のみならず
より一層研究に力を入れたいと考え
ております。また、今回の受賞は、
私の力だけでなく当科のスタッフを
はじめとした本学の職員の方々のお
力添えによるものと感じており、感
謝申し上げます。

液・尿検査のデータのみを用いて、
AI が高精度に IgA 腎症を予測するモ
デルの開発に取り組みました。本学
の 1200 名を超える貴重な臨床データ
を用いることで、従来のモデルを凌
駕する高い診断精度を達成できまし
た。本研究の成果は、腎生検の適応
判断を支援し、早期治療に貢献でき
るものと期待しております。

今回の受賞を励みとし、今後はこ
のモデルの実用化に向け、さらに研
究を推進してまいる所存です。本学
の理念である「生命の尊厳に基づき
人類愛にあふれた医療人」を目指し、
一人でも多くの患者様に貢献できる
よう、一層精進いたします。

管理における多様な実態と国際的な
課題を実感しました。今後は得られ
た知見をもとに、国際ガイドライン
や臨床研究の発展、教育・研修体制
の整備に貢献していきたいと考えて
います。

この受賞を励みに、聖マリアンナ
医科大学が掲げる「生命への畏敬」
の理念のもと、子どもたちの生命と
未来を支える医療の質向上と学術的
発展に一層努めてまいります。

大きく高めていただきました。
本研究は新規性ゆえに査読過程

で幾度もリジェクトを経験し、そ
のたびに議論と検証を重ねました。
Scientific Reports 誌への再投稿時に
は、厳しい査読意見に対しリバトル
レターを通じて科学的根拠を丁寧に
示し、理解を得て掲載に至りました。
このプロセスは、苦労であると同時
に研究者として成長する重要な機会
ともなりました。

本成果がメニエール病の病態解明
と新規治療の発展に寄与し、本学の
学術的価値向上に繋がることを願っ
ております。今回の受賞を励みに、
今後も臨床・研究双方で精進してま
いります。

10 月 31 日（金）、第 18 回前田賞授賞式が執り行われました。
前田賞は、本学第 3 代理事長・故前田徳尚先生が私財をもって創設

されたもので、本学教職員の優れた功績を顕彰し、士気の高揚を図る
ことを目的としています。本年度も多様な職種から多くの応募が寄せ
られ、厳正な審査の結果、5 名の教職員が受賞されました。

式典の冒頭では、明石勝也理事長より、前田先生が生前に本学を深
く愛され、教職員一人ひとりの活躍を心から喜ばれていたお人柄や、
本賞創設に至る経緯が紹介されました。続いて、鈴木宣男・前田賞選
考委員長（総務担当理事）から、選考経過の報告がありました。

受賞者スピーチでは、それぞれが喜びと感謝の気持ちを述べるとと
もに、日頃の業務や研究への取り組み、今後の抱負について熱意をもっ
て語り、本学の発展に寄与する姿勢を示しました。

また、今年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により 2020 年度
以降開催を見送っていた祝賀会を、教育棟 1 階マリオンにおいて実施
しました。

祝賀会には、これまでの受賞者（2020 年度～ 2024 年度受賞者）も参
加し、受賞者間の交流が活発に行われるなど、終始和やかな雰囲気の
うちに終了しました。
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継　灯　式
看護専門学校 10 月 31 日

2025 年度　ダイバーシティ研究助成金 採択者一覧

2025 年度　ダイバーシティ表彰（学術分野） 受賞者一覧

ダイバーシティ研究助成金、
ダイバーシティ表彰（学術分野）について

ダイバーシティ・キャリア支援センター　事務局

2025 年度の採択者・受賞者が決定しました。皆様の今後のご活躍をお祈り
いたします。

氏名 所属 職位 掲載雑誌 論文表題
藤田　陽子 腎臓・高

血圧内科
学

助教 Kidney 
International 
Reports

Clinical characteristics of nephrin 
autoantibody-positive minimal change 
disease in older adults

古屋　直樹 呼吸器
内科学

講師 Cancer 
Medicine

Arterial thromboembolism in patients 
with advanced lung cancer：Secondary 
analyses of the Rising-VTE/NEJ037 
study

新井　裕之 臨床腫瘍
学

講師 Journal for 
ImmunoTherapy
of Cancer

Role of CD47 gene expression in 
colorectal cancer：a comprehensive 
molecular profiling study

氏名 所属 職位 研究課題名 助成金額
越川　拓郎 微生物学 助教 HRM 解析による白癬菌の同定とテルビナフィ

ン低感受性遺伝子変異の同時検出法の確立
40 万円

伊東　祐美 麻酔学 助教 安全かつ持続可能な腹膜環流を用いた肺代替
療法の確立に向けた至適環流液の同定と肺保
護換気の実践

30 万円

創立者等追悼ミサ

「誠実な看護師」を目指して
看護専門学校　1 年

藤岡 真央

看護師という専門職を志して入学
した 49 回生の私たちは、令和 7 年 10
月 31 日（金）に継灯式を迎えることが
できました。私たち 49 回生にとって、
この神聖な灯を受け継ぐ儀式は、単
なる通過点ではなく、看護の道を歩
む者としての「覚悟」と「使命」を
新たに胸に刻む、人生の大きな節目
となりました。

この聖マリアンナ医科大学看護専
門学校で勉学に励んできた半年間は、
多岐に渡る知識を培い、「看護職を務
めるものとしての姿勢」を探求する
日々でした。看護学概論では「看護
とは」という根源的な問いと向き合
い、自身の看護観・理想の看護師像
を見据え、看護師になる第一歩を歩
み始めました。また、基礎看護学で
は科学的根拠を追求した考え方をも
とに、安楽な援助を実現するために
必要な技術と、その背後にある深い
配慮を実践的に学びました。さらに、
基礎医学の講義では適切なアセスメ

ントをするために必要な、人体の機
能や役割について学び、患者の看護
を考える上での基礎的な土台を築き
上げてきました。

49 回生は「ナイチンゲールの志を
胸に、人々の尊厳を守り、『生命を
尊重する看護』を実践することを誓
います。常に学び続け、知識と技術
を磨き、思いやりの心をもって看護
にあたります。仲間と共に支え合い、
患者さんに寄り添う『誠実』な看護
師となることを誓います。」と宣誓し
ました。ナイチンゲールの後継者の 1
人として、「覚悟」と「責任」の灯火
を受け継いだ私たちは、この灯を絶
やすことなく、日々の学習に向き合
う姿勢を見直し、弛まぬ自己研鑽を
続け「誠実な看護師」を目指してい
きたいと思います。

継灯式を経て、私は看護師として
生命を尊重する看護を実践していき
たいと強く感じました。様々な学問
を経て看護の道を進んできた唯一無

二の強みを活かし、複
雑な背景を持つ一人ひ
とりの患者に寄り添う

「誠実な看護」を実現し
ていきたいと思います。
そのためには、本日誓っ
た「常に学び続け、知
識と技術を磨く」とい
う志を持ち、これから
の学生生活を過ごして
いきたいと思います。

10 月 3 日（金）、本学の創立者であ
る明石嘉聞博士をはじめ、すでに帰
天された多くの教職員の方々を偲び、

「創立者等追悼ミサ」が執り行われま
した。会場の医学部本館 6 階大講堂
には、役員・教職員約 50 名に加え、
今年度入学した医学部生および看護
学生約 220 名が参列しました。参列
者一同は、本学の発展に尽力された
先達への感謝を捧げるとともに、今
後のさらなる発展に向けて新たな誓
いを立てました。

また、ミサ終了後には、常勤理事
による創立者の墓参りが行われまし
た。今回は、2025 年 6 月の役員改選後、
初めての墓参となり、当日は、常勤
理事一人ひとりが創立者の遺徳を偲
び、これまでの歩みに感謝の意を捧
げるとともに、今後のさらなる事業
の発展および教職員の健康と安全を
祈念いたしました。

創立者の志を改めて胸に刻む、厳
かな一日となりました。

総務部　奥島英明

後列：左から伊野副センター長、北川学長・センター長、
加藤医学部長、呼吸器内科学　峯下主任教授
前列：左から腎臓・高血圧内科学　小波津助教（藤田助教
代理）、呼吸器内科学　古屋講師、臨床腫瘍学　新井講師

受賞・表彰

受賞・表彰 受賞・表彰

去る、10 月 10 日（金）の昼休みに、顕
彰および授与式が執り行われました。

多くの同級生や先輩、後輩、教職
員が見守るなか、北川博昭学長、加
藤智啓医学部長より賞状と副賞（図
書カード1万円）が受賞者に授与され、
ギャラリーからは惜しみない賛辞が
贈られました。　　　

各選考については、成績優秀者は
令和 6 年度学年末成績の結果に基づ

き各学年の成績上位者 5 名が選出さ
れました。また、1 ～ 4 年次を通じて、
特に成績が優秀であった第 5 学年の 1
名に、令和 7 年学業成績等優秀学生
奨学金として 100 万円が給付されま
した。

次年度も、医学部生のさらなる頑
張りに期待しています。

教学部 学務課　佐藤　剛

令和 6年度医学部成績優秀者顕彰
および令和 7年度学業成績等優秀学生奨学金授与式

腎臓・高血圧内科学　藤田
助教（当日ご都合によりご
欠席のため、別途お写真を
掲載いたしました）

司式：小田武彦神父 常勤理事 10 名全員による参拝

令和 7 年 7 月 2 日（水）に、名誉教
授授与式が執り行われました。名誉
教授の称号は、長年にわたり本学の
教育・研究・診療等の発展に多大な
貢献をされた先生方の功績を称えて
贈られるものです。

今年度は、生理学（細胞・器官生理）
舩橋利也先生、薬理学松本直樹先生、
病理学（診断病理）高木正之先生、
整形外科学仁木久照先生、耳鼻咽喉
科学肥塚泉先生の 5 名に名誉教授の
称号が授与されました。

授与式では、明石勝也理事長と北
川博昭学長より、感謝の意を込めて
賞状と記念の盾が贈呈され、ご退任
後 3 カ月ぶりに来学された先生方か
らは、時折懐かしさが垣間見え、終
始笑顔あふれる和やかな雰囲気の授
与式となりました。

名誉教授となられた先生方におか
れましては、今後も本学の成長を温
かく見守り、ご指導を賜りますよう、
何卒お願い申し上げます。

人事課　斎藤　仁

前列左から仁木久照先生、舩橋利也先生、高木正之先生、肥塚泉先生、松本直樹先生
後列左から北川博昭学長、明石勝也理事長

名誉教授授与式
―ダイバーシティ・キャリア支援センター―
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　　 サッカー部

　　 ソフトテニス部

　　 水泳部

　　 バレーボール部

　　 バドミントン部

第 68 回 東日本医科学生　総合体育大会（夏季）

サッカー部は現在、プレイヤー 19
人、マネージャー 16 人の計 35 人で
活動しています。関東医学部学生春
季リーグでは 3 部に所属しており、
今年度は 2 位という成績を収めまし
た。惜しくも 2 部昇格はならず、東
医体では GL 敗退となってしまいま
したが、次年度の春季大会にむけて
着実に力をつけており、上位リーグ
昇格を目指し日々の練習に励んでい
ます。 

活動日は火・木・土・
日曜日の週 4 日で、平
日は主に基礎練習や戦
術確認、週末は実戦形
式の練習や対外試合を
行っています。学業と
の両立を大切にしつ
つ、真剣に競技に取り
組める環境が整ってい
ます。初心者から経験
者まで幅広いメンバー
が在籍しており、お互

ソフトテニス部は現在、部員約 50
名が在籍しており、大所帯ながら学
年や男女の垣根を越えて仲の良い雰
囲気の中、日々の活動を行っていま
す。春・秋のリーグ戦や東医体を大
きな目標とし、週 1.5 回の練習を重
ねながらお互いに切磋琢磨していま
す。2025年8月4日（月）から8日（金）
にかけて軽井沢で開催された東医体
では、これまでの練習の成果を発揮
し、多くの部員にとって貴重な経験
となりました。個人戦
では四回戦まで進出し
たペアもあり、来年度
以降のさらなる活躍に
期待が持てる結果とな
りました。特に次回の
東医体団体戦では、上
位リーグ進出を大き
な目標として掲げ、部
員一同さらなる成長を
目指して練習に励んで
まいります。また、試
合経験を重ねる中で部

水泳部主将 3 年松井です。今年度
の東医体は、8 月 6 日（水）・7 日（木）
に東京アクアティクスセンターにて
開催されました。私たち水泳部は 27
名で挑み、女子総合 7 位という成果
を収め、個人・リレーを合わせて 8
種目で入賞を果たすことができまし
た。入賞に届かなかった部員も、そ
れぞれが自己ベストを更新し、仲間
の声援に背中を押されながら力を出
し切ることができました。

会場となったのは、東京オリン
ピックの舞台でした。世界のトップ

いに切磋琢磨しながら成長していま
す。また競技面だけでなく、仲間と
の交流やチームワークも大切にして
います。練習中では学年間の隔たり
がなく、互いに高め合える関係性を
大切にしております。

競技力の向上はもちろんのこと、
礼儀や協調性といった人間的成長も
重視した運営を心がけています。 今
後も大会での更なる飛躍を目指し、
励んで参ります。

員全体の競技力も着実に向上し、勝
利を収める選手も少しずつ増えてき
ました。各自が成果や課題を持ち帰
ることとなりましたが、その経験を
共有し合いながら、部員全員で力を
高め合い、より強いチームを築いて
いきたいと思います。最後になりま
したが、日頃からご支援くださる
OB・OG の先輩方、そして応援に駆
けつけてくださった保護者の皆さま
に、心より感謝申し上げます。

スイマーが泳いだコースに自ら飛び
込むことは、私たちに特別な高揚感
を与えてくれました。歓声と拍手が
より大きく響き、会場全体が熱気に
包まれていきました。

また、6 年生の 2 人にとっては最後
の大会となりました。閉会式後の卒業
セレモニーで語られた２人の言葉に、
寂しさや共に過ごした時間への感謝
から多くの部員が涙を流しました。

初心者も多い私たちにとって、東医
体の舞台は大きな挑戦であり、かけが
えのない経験となりました。この経

験で得た学びと絆を胸
に、来年の東医体に向
けて、より一層練習に
励みたいと思います。

最後になりましたが
OB・OG の 先 生 方 を
はじめ、保護者の皆様
方、数多くの方々より、
多大なるご声援・ご厚
意をいただきましたこ
と、心より感謝申し上
げます。

バレーボール部は、男子部 24 名・
女子部 38 名、合計 62 名で活動して
おります。年々部員の数も増えてお
り、バレーボール経験者は男子部 5
名、女子部 9 名とほとんどの部員が
初心者でありますが、学年、男女の
垣根を越えて仲が良く、賑やかに活
動しております。

2025 年度の東医体は、8 月 4 日～
8 日で行われました。結果は男女共
に予選敗退となりましたが、チーム
一体となり、各ポジ
ションの役割を果たし
ながら奮闘することが
できました。チーム一
同東医体という大舞
台で練習通り行う、力
を発揮するというもの
がいかに大変であるか
を身に沁みて感じまし
た。これからは心身共
に鍛え、チームで支え
合いながら強くなろ

バドミントン部で
す。本部活では 6 年生
が 5 名、5 年生が 11 名、
4 年生が 7 名、3 年生
が 2 名、2 年生が 10 名、
1 年生が 4 名の合計 39
名の部員で構成されて
おります。先日行われ
ました東医体では満足
のいく結果を残せた部
員、または満足のいく
結果を残すことのでき
なかった部員がいるか
とは思いますが、それぞれの部員が
目標を持って試合に取り組み、貴重
な経験をつむことができました。加
えて、女子団体戦では Best4 という
結果を残し、全医体への出場が決定
いたしました。日頃よりご支援、ご
声援してくださる方々があってこそ

うと誓いました。初心者が多く、ま
だまだ至らない点が多くはあります
が、今後強くなれるよう、全員で切
磋琢磨し、質実剛健なチームになれ
るよう精進していきます。

最後になりますが、OB・OG の先
生方をはじめ保護者の皆様方など、
数多くの方より多大なご厚意をいた
だきましたこと、バレーボール部一
同、心より感謝申し上げます。

　　 バスケットボール部

8 月、長野県ホワイトリングにて
東医体が開催され、本校からは女子
11 名、男子 13 名が出場しました。

今年度は春から新しいメンバーで
のチームがスタートし、東医体に向
けて基礎練習や連携強化に力を入れ
てきました。限られた時間の中でも、
互いに声を掛け合いながら練習を積
み重ね、大会を迎えることができま
した。

女子バスケットボール部は、ベス
ト 8 進出をかけた試合で最後まで一
進一退の攻防を繰り広げましたが、
惜しくも 1 点差で敗れてしまいまし

た。あと一歩届かなかった悔しさを
胸に、秋の大会ではこの無念を晴ら
せるよう、さらに力をつけていきた
いと考えています。男子バスケット
ボール部は、一回戦・二回戦ともに
勝利をつかむことはできませんでし
たが、全員が最後まで諦めずに全力
を尽くし、練習の成果を発揮するこ
とができました。試合を通して得た
課題や経験は、今後の成長につなが
る大きな糧となりました。

次の秋大会には、医学部生だけでな
く看護学生もプレーヤーとして参加
します。東医体で培ったチーム力に、

看護学生のエネルギッ
シュなプレーが加わる
ことで、より一層勢い
のあるチームとなるこ
とを期待しています。

男女バスケットボー
ル部ともに、夏の厳し
い練習を乗り越えて得た
団結力を武器に、今後
も努力を重ねてまいりま
す。応援してくださった
皆さま、本当にありがと
うございました。

の結果であると考えます。東医体に
よって得られた経験を活かし、今後
行われる大会に向けてより良い結果
を残していけるよう、部員一同努力
していく所存でございます。今後と
も何卒よろしくお願い申し上げま
す。
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　　 硬式テニス部

　　 剣道部

　　 硬式野球部

　　 陸上競技部

　　 準硬式野球部
　　 ゴルフ部

第 68 回 東日本医科学生　総合体育大会（夏季）

硬式テニス部では、主に男子部は
週 3 日、女子部は週 2 日の練習に
励んでおります。昨夏より大学から
テニスコートが無くなったため、外
部のテニスコートを取って練習して
おります。高いテニスコート代なの
ですが、OBOG からの寄付もあり、
なんとかやっております。初心者か
ら経験者まで様々なレベルの部員が
所属しており、日々楽しみながら切

剣道部は部員数が 19 名で、週 3
回の稽古により技術・心身の向上に
努めています。今年度の東医体では
男子個人で部員 2 人がベスト 32 位
という成績を収めました。普段の稽
古では、大学から剣道を始めた部員
に対して経験者が丁寧に指導するだ
けでなく、経験者同士も互いに切磋
琢磨しています。顧問や OB・OG
の先生方も稽古にいらして指導して

磋琢磨することで個々のスキルアッ
プ、またチーム力の向上を目指して
活動しています。結果を残せるよう
意識を高く持ち、練習メニューに取
り組んでいます。自分のことだけで
はなく、お互いのプレーに対してア
ドバイスをすることでチームメイト
として交流を深めています。

東医体では、男子部は 1 回戦敗退
でしたが、女子部は準優勝という結

果を出すことができま
した。また、メリハリ
を持つことも重要だと
考え、普段はふざけ合
い笑い合い、練習は真
面目に取り組む。それ
により、チームとして
成長していると思いま
す。男女とも、来年は
さらにより結果が出せ
るように、日々精進し
てまいります。

くださることもあり、大変お世話に
なっております。他大学の剣道部と
の練習試合や合同稽古を定期的に実
施しており、多様な相手との対戦を
通じて実戦経験を積み重ねていま
す。稽古中は真剣に取り組む一方で、
部員同士の雰囲気は和やかで休憩時
間には談笑をしたり、部活後にはご
飯を食べに行くこともあります。剣
道が好きな仲間が集い、先輩後輩の

絆を大切に
する剣道部
は、互いを
支え合う温
かい雰囲気
の中で日々
成長を続け
て い ま す。
OB・OG の
先生方への
感謝と共に
部全体の更
なる向上に
向けて稽古
に励んでい
きたいと思
います。

私たち隆上競技部
は、男子 5 名、女子 11
名で活動しています。
他大学のチームと比べ
て少人数であり、大学
から離れた練習環境で
はありますが、試合で
活躍する選手も在籍し
ています。他大学の学
生との合同練習や試合
を通して交流を深める
とともに、各々の競技
力向上にも繋げていま
す。これからも少人数ならではの結
束力を大切にし、他大学との交流を
活かしながら、部員一人ひとりが目
標に向かって活動していきます。

最後に、2025 年 8 月 10 日（日）～
11 日（月）に千葉県総合スポーツセン
ターで第 68 回東日本医科学生総合
体育大会が開催されました。マネー
ジャーの支えもあり、悪天候の中で
も選手全員が全力を尽くすことがで
きました。今後とも陸上競技部への
温かい応援をよろしくお願いいたし
ます。

準硬式野球部は、部員 33 人の部
活です。

練習は週 3（火・木・金）で、場
所は外部の球場、体育館、マリアン
ナグラウンドで行っています。試合
は春リーグ、東医体、秋リーグがあ
り、それらに向けて練習しています。

準硬式野球部の特徴として、2 つ
挙げられます。1 つ目は野球をやっ
たことがない人が多い
ということです。大学
から野球を始めるのは
勇気がいることです
が、準硬式野球部は大
歓迎です。基礎から部
員みんなで練習してい
ます。

2 つ目は先輩と後輩、
プレイヤーとマネー
ジャーの仲がとてもい
いということです。練
習での交流だけでなく、
BBQ やスノーボード旅
行などレクにも力をい

私たちゴルフ部は、この夏 8 月 4
日（月）～ 8 日（金）に開催された東医
体において、女子個人優勝、女子団
体優勝、そして男子個人 8 位入賞と
いう成績を収めました。酷暑の中で
のプレーや難しいコースコンディ
ションにも負けず、日頃の練習で培っ
た技術と精神力を存分に発揮できた
ことが、今回の結果につながったと
感じています。

普段は週 2 回の練習場での部活に
加え、月例ラウンドや
合宿を通して、約 60
名の部員が互いに切磋
琢磨し合い、技術面・
体力面・精神面のすべ
てを磨いてきました。
ゴルフ部には初心者か
ら経験者まで幅広いレ
ベルの部員が所属して
おり、先輩が後輩に丁
寧に教えるという形で
部活を行なっておりま
す。細かいルールやマ

硬式野球部は、今年
度から新入生としてプ
レーヤー 2 名、マネー
ジャー 3 名を迎え、さ
らに活気あるチームと
なりました。少人数な
がら一人ひとりが持て
る力を最大限に発揮
し、全員で勝利を目指
して取り組んできまし
た。その結果、春季リー
グ戦では 2 部リーグ優
勝を果たし、念願の 1
部昇格を掴むことがで
きました。これは全員が心をひとつ
にして挑んだ努力の結晶であり、大
きな自信となりました。

一方で、東医体では 5 対 6 という
わずか 1 点差で敗れ、悔しさと無念
が残る大会となりました。この経験
を確実に次への糧とし、来年度は「1

れ、楽しい部活を心掛けています。
準硬式野球部は、運動したい人、

野球が好きな人、いい先輩に巡り合
いたい人、楽しい大学生活を送りた
い人におすすめの部活です。

今年の東医体では初戦敗退という
厳しい結果となりました。来年の東
医体では一勝できるように日々の練
習を頑張っていきたいと思います。

ナーの多い競技ですが、学年を超え
たつながりを活かし、ゴルフの基本
から応用までを一歩ずつ学び、実践
を重ねています。

今回の東医体は、私たちにとって
これまでの努力を証明する場である
と同時に、新たな課題や目標を見つ
ける機会にもなりました。この経験
を糧に、部員一同さらなる技術向上
を目指し、来年はより高い舞台での
活躍を誓います。

部残留」と「東医体上位入賞」を必
達の目標に掲げ、仲間とともに厳し
い練習を乗り越え、さらに強いチー
ムを築いていきたいと思います。

今後とも温かいご声援をよろしく
お願いいたします。

男子
　走幅跳	 中野瑛心（4学年）
	 6	m	51cm　3位入賞
　三段跳	 中野瑛心（4学年）
	 13	m	66cm　3位入賞
女子
　800m	 西山千尋 (2 学年）
	 2:37.96　7 位入賞
　円盤投	 岸本果穏（5学年）
	 28	m	61cm　準優勝

今年度の東医体の入賞結果は以下
の通りです。
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学校法人　聖マリアンナ医科大学は、川崎市制100周年記念事業を応援しています。

聖マリアンナ医科大学院内ラジオ「マリラジ」配信開始
－マリアンナの魅力を “ 声 ” でお届け、YouTube でも発信強化－

「マリラジ」公式キャラ
クタ
ー

　　 ヨット部

　　 卓球部 　　 空手道部

第 68 回 東日本医科学生　総合体育大会（夏季）

ヨット部は、江ノ島ヨットハーバーにて週に一
度の練習を重ねながら、技術と精神力を磨いてま
いりました。ヨット競技は自然との駆け引きが求
められる競技であり、風を読む力や艇の操作技術
に加え、仲間との連携や集中力が大切です。日頃
の限られた練習時間を有効に活用し、着実に力を
蓄えてきました。

今夏の東医体では、その成果が実を結び、総合
成績で第 12 位という結果を収めることができま
した。これは例年よりも順位を大きく伸ばすこと
ができた成果であり、部員一同にとって大きな自

信となりました。厳しい気象条件の中でも冷静に
判断し、安定した走りを続けることができたのは、
日頃の江ノ島での地道な練習の賜物です。

また、大会を通じて他大学との交流も深まり、
互いに技術を学び合うことで新たな課題や目標を
見出すことができました。今後はさらにフィジカ
ルと戦術の両面を強化し、次年度はさらに上位を
目指して努力を続けてまいります。ヨットという
スポーツを通して挑戦する心と友情を大切にし、
活動を続けていきます。

押忍、失礼いたしま
す。空手道部です。空
手道部は現在、毎週火・
木曜日の 2 回活動して
います。部員は 6 年生
1 名、5 年生 1 名、4 年
生 2 名、3 年生 3 名、2
年生 5 名、1 年生 7 名
の 19 名で、流派は昭
霊流です。

2025 年 8 月に開催さ
れた東医体において、
女子団体形が 3 位入賞
を果たしました。これ
も、日頃より温かく見守ってくださ
る師範をはじめとする OB・OG の
先生方と、時に厳しく時に優しくご
指導くださるコーチのご支援あって
のことです。心より感謝申し上げま
す。

空手道部はここ数年で部員数を順
調に増やし、かつての活気を取り戻
しつつあります。またその絆も、年々

卓球部は、男子 7 名・女子 13 名の
計 20 名で活動しており、週 2 回の練
習を基本としております。普段使用
している第 2 アリーナは専用卓球場
となっており、最近では昼休みや本
練習日ではない日に自主練習へ励む
部員も多く、技術向上の環境が整っ
ています。練習の際は真剣に取り組
みつつ、時には部員同士で遊びに出か
けるなど、オンとオフのメリハリが
はっきりした雰囲気の良い部活です。

本年度の東医体は、8 月 13 日（水）
から 15 日（金）にかけて埼玉県所沢

深まっていることを実感しておりま
す。そんな我々の次なる目標は、11
月の女子大会入賞、そして 12 月の
昇段昇級審査の全員突破です。これ
からも、お世話になるすべての方々
への感謝の気持ちを忘れず、部員同
士で切磋琢磨し、一人一人が己のベ
ストを更新し続けられるよう、稽古
に励んでまいります。

市民体育館で開催されました。試験
直前という厳しい日程ではありまし
たが、部員一人ひとりが練習を積み
重ね、本番で力を発揮しました。そ
の結果、男子・女子シングルスとも
に 3 回戦進出、さらに女子シングル
スでは 5 回戦進出（ベスト 32）を果
たすことができました。

昨年度より部員数も増え、個々の
レベルも着実に向上しており、部全
体として成長を実感しております。
これは恵まれた環境、そして何より
も OB・OG の先生方のご支援と心

強いサポートのおかげ
であると感じておりま
す。この場をお借りし
て、厚く御礼申し上げ
ます。

より大きく活発な部
へと発展していけるよ
う、部員一同努力して
まいりますので、宜し
くお願いします。

本番組では、病院や大学の日々の取
り組みや、そこで働き・学ぶ人々の想
いを“声”でお届けします。患者さん
やご家族、学生など、多くの方に「こ
こで治療を受けたい」「ここで働き、学
びたい」と感じてもらえるよう、信頼
と親しみのある病院・大学の魅力を、
より身近に伝える新たな情報発信の取
り組みです。

収録は入院棟 1 階「つながるラウン
ジ」にて行い、医療や教育に関する話題、
スタッフ紹介、地域とのつながりなど、
多彩なコンテンツを定期的に発信して
いきます。

また、ミュージックバード（TOKYO 
FM グループ）制作の全国コミュニティ
FM配信番組とのコラボ企画コーナーの放
送もスタートし、本学の教職員がゲスト
として出演し、マリアンナの魅力や自身
の夢についてお話していただいています。

モニターには、ポスターと収録の様子がリア
ルタイムで映し出されています

聖マリアンナ医科大学では、病院や大学の魅力やさまざまな活動を発信し、患者さん・ご家族、地域のみなさまに
より身近に感じていただくことを目的とし、院内ラジオ「マリラジ」の配信を開始いたしました。

《 聴取方法 》
　1．YouTube

　チャンネル名：
　　【公式】聖マリアンナ医科大学院内ラジオ「マリラジ」

　2．マリアンナアプリ
　「マリアンナビ（お役立ち情報）」内にあります「マリラジ」

　　ボタンをクリックしますと YouTube へ遷移します。

《 出演者募集 》
番組にご出演いただける教職員のみなさまも募集しています。
　◇「医療への想いを伝えたい」
　◇「診療科や業務の取り組みを紹介したい」
　◇「学生や地域の方々にメッセージを届けたい」　
などなど、どんなテーマでも大歓迎です。
ぜひ一緒に、マリアンナの魅力を発信しましょう！

《 お問い合わせ先 》
院内ラジオワーキング（窓口：企画調査課） 
mariradi@marianna-u.ac.jp

実際の収録の様子
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快適な待合環境を患者さんに。病院リニューアルプロジェクト！

◆寄付者のご芳名【法人】

◆寄付者のご芳名【法人】

2024 年度下期から 2025 年度上期（2024 年 11 月 1 日から 2025 年 10 月 31 日）の寄付
金受入状況は、97,856,000 円／ 42 件となっております。皆様からの多大なるご支援に厚
く御礼申し上げますとともに、ここにご芳名を掲載させていただきます。

2025 年 9 月 17 日より実施した聖マリアンナ医科大学病院初のクラウドファンディン
グは同年 11 月 29 日に終了いたしました。期間中は、450 名超の皆様から目標を上回る
38,088,694 円のご寄付と多くの温かい応援を賜りました。皆様からの多大なるご支援に
厚く御礼申し上げますとともに、ここにご芳名を掲載させていただきます。

教育研究支援募金

募金目的：
教育研究活動への支援を目的とした募金

医療法人社団永陽会
医療法人社団桜栄会
株式会社マリアンナ・ワールド・サービス
旧第三内科 貴和会
聖友インシュアランスアンドリース株式会社
戸田建設株式会社横浜支店

医療法人社団栄和会
医療法人社団慶愛 慶愛病院
医療法人社団健栄会 宮前平健栄クリニック
医療法人社団健栄会 宮前平第２クリニック
医療法人社団健由会 すずき内科クリニック
医療法人社団滋恵会 安藤整形外科
医療法人社団総生会 麻生総合病院
医療法人社団緑成会 横浜総合病院
医療法人眞誠会 久保医院
岡野内科医院 岡野　敏明
カクタス・コミュニケーションズ株式会社
株式会社アニマルケア
株式会社ウェルネス ひばりの森訪問看護ステーション
株式会社シグマスタッフ 町田支店
株式会社フラワーショップヤマ
株式会社ほいっぽ 佐久間一嘉
株式会社みずほ銀行武蔵小杉法人部
黒須内科クリニック 黒須　知二
桜クリニック 岡野　公一
聖医会宮城支部
聖マリアンナ医科大学病院 外来看護師一同
タケダ株式会社
タケダシステムズ株式会社
タケダパートナーズ株式会社
等々力園 青木　　恒
長瀬クリニック 長瀬　良彦
長瀬ランダウア株式会社
福西内科クリニック 福西　康夫
富士通株式会社
ヤンマーエネルギーシステム株式会社
YMS（代々木メディカル進学舎）医学部専門予備校
ワタキューセイモア株式会社

青木　康之
青山　敏之
赤坂　裕子
赤澤　貴士
赤澤　　努
明石　　了
明石　嘉浩
明石　涼子
秋澤　暢達
浅野　　耕
浅利　翔平
浅利　佑紗
足利　　光
麻生健太郎
麻生　雅子
阿藤　晃一
阿部佳代子
安倍泰佳奈
天野　徹也
荒木　　圭
有馬　正貴
安藤　大輔
飯田　文子
五十嵐　豪
井澤　和大

岡田　裕二
小黒　清貴
上木原賢一
久保寺宗成
後藤　国彦

◆寄付者のご芳名【個人】

◆寄付者のご芳名【個人】

石亀　　勝
石川　智子
石橋　祐記
磯貝　晶子
市村　幹男
伊藤　　薫
伊藤　隆洋
伊藤　琢也
伊藤　立子
井上　正範
井内　正人
今西　好正
岩端　秀之
植村　博之
植村　伶央
鵜澤　正彦
丑丸　　秀
運天　智子
榎本さやか
榎本　武治
徃西　　誠
大岡　志穂
大川　裕子
太田　智彦
太田　晴雄

児山　　新
添田　和俊
辻　祐一郎
露木　良治
鳴戸　美和

太田口里沙子
大坪　毅人
大場　武雄
大畑　友樹
大林　樹真
大堀　晃裕
大矢　直子
大矢　美佐
岡崎　大武
岡田　幸法
岡野　　樹
小川　公二
小川　理絵
荻原　大地
荻本　剛一
長田　尚夫
長田　尚彦
小澤　綾子
小野　泰輔
小野田恵一郎
尾本　　聡
加久翔太朗
梯　　龍洋
風間　暁男
片山　晋伍

根本真一郎
野田　修造
長谷真裕子
松山　年男
三森　謙一

勝田　友博
加藤　明世
門野　岳史
金本　大成
上嶋　　亮
川本　久紀
木内　茂之
菊池　千歌
岸　　忠宏
木田　圭亮
北川　智介
北川　博昭
北中　陽介
木村　聡子
木村みどり
桐山　雅通
草刈百合子
楠田　理佳
國島　友之
國島　広之
國田　大輔
久保寺宗成
熊井　健得
倉田　大和
桒田　真吾

※お申し込み時に、掲載「不可」又は「意思表示のなかった方」につきましては、芳名は掲載しておりません。
　掲載をご希望される場合は、お手数ですがお問合せ先までご連絡くださるようお願い致します。

※お申し込み時に、掲載「不可」又は「意思表示のなかった方」につきましては、芳名は掲載しておりません。
　掲載をご希望される場合は、お手数ですがお問合せ先までご連絡くださるようお願い致します。

（順不同、敬称略）

（順不同、敬称略）

—創立50周年記念事業募金・クラウドファンディングご支援の御礼—
現在進めております菅生キャンパスリニューアル計画におきまして、2025年 1月 6
日より外来棟・エントランス棟の運用を開始いたしました。
本整備にあたり、創立50周年記念事業募金（2024年 9月終了）およびクラウドファ
ンディング「快適な待合環境を患者さんに。病院リニューアルプロジェクト！」（2025
年 11月終了）におきまして、多大なご支援を賜りましたこと、心より御礼申し上げます。
今回の整備により、大学病院は先進的かつ良質な医療の提供と、より充実した医学
教育の場を実現しております。今後は外構整備を進め、2026年秋のグランドオープン
を予定しております。
また、本学では次なる発展に向け、新たな募金事業「みらい募金」を開始いたしました。
教育・研究のさらなる充実と、地域に根差した高度医療の提供を未来につなぐ取り組
みを進めてまいります。

森本　　大
山村　基吉
脇口　宏之

募金目的：
創立50周年記念事業の1つである
菅生キャンパスリニューアル計画への支援
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桒田　千尋
桑原　貴子
黄　　世捷
小塚　順子
後藤　弘子
小林紫央里
小林　博雄
齋藤　　陽
齊藤　　修
齊藤　道也
坂根　健志
櫻井　　丈
櫻井　真理
櫻田　　勉
佐々木竹夫
佐々木信幸
佐藤　直子
佐藤良太郎
佐野　文明

信岡　祐彦
橋本　信行
橋本　裕美
長谷川夏子
長谷川　洋

長谷川和夫・
長谷川瑞子
花井美佐子
林　　芳子
速水　亮介
俵道　　淳
開　　和史
平田　和明
福田　　護
藤井　建多
藤澤　正則
藤田　圭子
藤田　昌弘
藤田　泰之

志賀　　功
志賀　益美
島田　勝利
島津　幸二
清水富士雄
清水　泰子
下平　秀文
白石　　眞
陣内　祐二
新明　卓夫
菅原　育子
菅原　一朗
鈴木　淳子
鈴木　桂子
鈴木　　健
鈴木　欣子
須田　直史
隅野　俊亮
瀬尾　圭亮

藤巻　道孝
布施　恵理
古田　繁行
星　　恵子
星　結花子
堀越　泰世
黄　　子嫣
本間　末子
前原　善昭
松井　悦子
松浦健太郎
松岡　素弘
松永　久美
松元　淳一
眞鍋周太郎
真部　保信
三浦　崇幣
民上　真也
三上　大志

平　　容子
高木　　泰
髙木　芳子
高田　和志
髙田三恵子
高田　光敏
高野　　誠
高橋　　歩
髙橋　英二
高橋　重明
高橋　秀徳
髙橋美智子
滝澤　將人
瀧島　勇樹
武永美津子
武山　　廉
蓼原　　太
田中　　修
田中　　宏

三木　桂子
三木　　透
水越　　慶
水越　　潤
水越まゆみ
三谷原　啓
宮川　惠子
三宅　良彦
三吉　智子
村上眞理子
村松　隆志
持田　正幸
望月　　篤
本吉　恵子
森田　淳一

八ケ代万智子
安井　　寛
矢野　晶子
矢原　和子

田邉　康宏
田荷　義久
塚田　夏菜

寺島美知男・
寺島　恵子
土至田　宏 
冨澤　礼子
鳥居　実沙
中川　敦夫
長瀬　良彦
中原　広明
中原　雄太
中村　　正
縄田　　寛
西川　　徹
西巻　　博
二山　晃行
根岸　賢一
納田　和博

山口　典子
山口　雅代
山崎　　哲
山田　俊輔
横田　隆夫
吉尾　彰高
吉松　信彦
米山　喜平
若色　宏悦

渡邊　昭夫・
渡邊ハツイ 
渡部　秀憲

ご寄付のお手続き

お問い合せ先

聖マリアンナ医科大学みらい募金は以下の方法でお手続きができます。

①専用の払込取扱票による金融機関窓口でのお振込み

　※払込取扱票をご希望の方は財務部寄付募集推進室までお問い合わせください。

②インターネットでのお申し込みによるクレジットカード・ペイジー等での決済

学校法人	聖マリアンナ医科大学	財務部寄付募集推進室
TEL：044	–	977	–	8111（代表）（内線3981、3973）
E-mail：kifusuishin@marianna-u.ac.jp

マリアンナみらい募金 検 索詳細はホームページをご覧ください

本学は創立以来、「キリスト教的人類愛」を基盤に、「生命の尊厳」
を重んじる医療人の育成に取り組んでまいりました。

医学・医療を取り巻く環境が大きく変化する中、教育・研究の
充実と、学生が安心して学べる環境整備がますます重要となって
います。

このたび、本学では未来を担う医療人の育成、研究の推進、地
域医療のさらなる充実を目的に「聖マリアンナ医科大学みらい募
金」を創設しました。

奨学金の拡充、教育・研究環境の整備、病院施設や診療体制の
充実など、将来に向けた幅広い取り組みを支える大切な財源とな
ります。

本学の発展と未来の医療人育成のため、引き続きご理解とご支
援を賜りますようお願い申し上げます。

聖マリアンナ医科大学 みらい募金のご案内

プログラム名 定員
マッチング
結果

（内定者）

（うち他学
出身）

大学病院 基本 37 37 （7）

小児科重点 2 1 （0）

産婦人科重点 2 0 （0）

西部病院 西部病院 6 6 （3）

多摩病院 多摩病院臨床
研修 10 10 （7）

法人全体 57 54 （17）

［臨床研修センタートピックス］
◆大学病院： 
　ラジオ出演 夢カナ聖マリ医大病院ラジオ TOKYO FM グ

ループ「MUSIC BIRD」とのコラボ企画
　▷︎樋脇文音 先生［研修医 1 年目］（写真 1 左）
　　　　　放送日：2025 年 11 月 1 日（土）および 8 日（土）
　▷︎宇井一眞 先生（研修医 2 年目）（写真 1 右）
　　　　　放送日：2025 年 11 月 15 日（土）および 22 日（土）

◆西部病院： 
　2025年11月8日（土）西部病院初の健康まつりを開催（写真2）

　▷︎ 研修医は、消化器・一般外科の先生と一緒に「フュー
チャードクタースクール」で、腹腔鏡手術や縫合の体
験コーナーを担当。また、横浜消防と連携し、参加者
に AED 操作や心肺蘇生の指導も行いました。

◆多摩病院： 
　2025 年 11 月 7 日（金）と 11 月 10 日（月）に研修中間報告会を

開催（写真3）
　▷︎ 臨床研修スタートから現在までを振り返り、自由なテー

マで発表を行いました。

［臨床研修第三者評価（JCEP）受審情報］
◆大学病院： 　2025 年 12 月 12 日（金）初受審
◆西部病院： 　2026 年 12 月 3 回目の訪問受審
◆多摩病院： 　2026 ～ 2027 年度受審に向けて準備中

［2026 年度臨床研修医マッチング結果］

卒業判定、国家試験合格発表により定員が空い
た場合は、追加募集を行ってまいります。

法人内 3 病院が基幹型臨床研修病院として各
病院の特徴をだして募集できることは大きなメ
リットです。今後は各病院群の構成の中で研修
医の受入れや出向により、法人内 3 病院を知る
研修医を増やすことが重要だと考えます。

たった 2 年間を過ごす場ですが、貴重で大事な
2 年間と捉えて頂けるよう、環境整備に努めてま
いります。

臨床研修センターだより

（10 月 23 日（木）14 時発表）

（写真 1）

（写真 2）

（写真 3）
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附属病院  施設だより附属病院  施設だより

（2026 年 1月 1日現在）

聖マリアンナ医大新聞編集委員会　委員名簿 ※聖マリアンナ医大新聞は、年 2回以上各 10,000 部を発行し各部署、附属
病院、附属施設、名誉教授、聖医会、保護者会、教育関連病院、官公庁
他に配布しております。

●委員長	 藤谷博人［スポーツ医学	主任教授］

●委　員	 竹村　弘　［微生物学	主任教授］

	 大平善之　［総合診療内科学	主任教授］

	 有戸光美　［生化学	准教授］

	 鈴木昌子　［看護専門学校	校長］

中村孝史　［総務部	部長］

鈴木安鶴子	［教学部	参事］

松岡正代	 ［西部病院総務課	主幹］

島田久代　［多摩病院総務課	主幹］

清水朋子　［栄養部	部長］

日下部あずさ　［看護部	師長］

奥島英明　［総務部	参事］

中村　隆　［総務部総務課	係長］

内田絵海	 ［総務部総務課］

この度、2025 年 10 月 9 日（木）に、
当院における SDGs 推進および福利
厚生の充実を目的として、2 階ホワ
イエ（休憩エリア）に「アルファロッ
カー」を導入し、ロッカー型食品販
売サービスを開始しました。今回の
取り組みは、教職員の利便性向上に
加え、フードロス削減にも寄与する
ものであり、持続可能な病院運営の
一環として位置づけています。また、
本サービスは川崎市内での導入第 1
号となります。

アルファロッカーとは、株式会社
アルファロッカーシステムが提供す
る無人販売機で、商品が入ったロッ
カー番号を選択し、キャッシュレス
決済で購入できる仕組みです。利用
方法は簡単で、希望するロッカー番
号をタッチパネルで選択し、交通系
IC カードやクレジットカードなどで
決済するだけで商品を受け取ること
ができます。これにより、時間の制
約で昼食を取れない職員や、夜勤帯
に軽食を必要とする職員でも、手軽
に食品を購入できるようになりまし
た。

導入の主目的は、「食べたいときに
食べられる」環境を整え、教職員の
福利厚生を高めることにあります。
また、販売される食品には廃棄予
定だったパンも含まれており、食品
ロス削減や資源の有効活用といった
SDGs の観点からも意義のある取り
組みと考えております。

今回の販売商品は、地元で人気の
ベーカリー「パントレプレナー」の
手作りパンです。ソーセージパンな

どの惣菜パンから、チョコレート入
りの菓子パンまで幅広く取り揃えて
おり、個包装で衛生面にも配慮され
ています。

今後は、教職員の皆さまからのご
意見を踏まえながら、ラインナップ
や補充方法の改善を行い、より良い
サービスへと発展させていく予定で
す。

パン以外の食品展開や、夜勤時間
帯の欠品対策なども検討してまいり
ます。

今回のロッカーサービスが小さな
楽しみとなり、働きやすい環境づく
りの一助となることを願っておりま
す。ぜひ積極的にご活用ください。

総務課　柳田隼斗

2025年11月8日（土）に開催した「西
部病院健康まつり 2025」は、当院の
スタッフが抱く「もっと地域の方々
と身近につながりたい」という熱い
想いを形にしたものです。私たちは、
病院が病気を治すだけの場所ではな
く、地域の皆さんの健康を支え、守
るパートナーでありたいと考えてい
ます 。この理念を基に、当イベント
は、病院の機能を地域にご紹介する
とともに、未来の医療人を育成する、
二つの柱を軸に構成されています。

健康まつりの目玉の一つである
「フューチャードクタースクール」は、
将来医療への道を志す若者たちに向
けた企画です。中学生を対象とした
事前申込制の本企画は、参加者に本
格的な医療体験を提供しました。具
体的には、腹腔鏡手術体験、電気メ
ス使用体験、そして縫合・結紮体験
といった手技のシミュレーションが
含まれています。この専門性の高い
スクールを指導するため、医師、看
護師、研修医といった多数の専門ス

タッフを動員いたしました。修了者
には、「修了証」が授与され、次世代
の医療人を真剣に育成しようとする
当院のコミットメントが明確に示さ
れています。また、体験を通じて医
師志望の意欲が「強くなった」とア
ンケート結果があり、本スクールが
進路選択の一助となるという目的を
果たしたことがうかがえます。
「バックヤードツアー」は病院の高

度な機能と、それを支えるスタッフ
の活躍を地域住民に伝えるために企
画されました。これも事前予約制で
したが、予想以上の人気で予約枠が
すぐに埋まり、増枠をいたしました。
見学ルートは、普段立ち入ることの
できないエリアで構成し、画像診断
部門（CT、血管室）、臨床検査部、
薬剤部を巡りました。このツアーを
通じて、参加者は、地域医療が最先
端の技術と多職種の連携によって支
えられていることを肌で感じること
ができたようです。

さらに、市民の安全意識向上のた
め、旭消防署協力のもとで
行われる「AED・心肺蘇生
法体験」や「消防車展示」、
旭区社会福祉協議会と連携
した「学ぼう！障害疑似体
験」も実施しました。

本イベントの開催にあた
り、ご協力いただきました
関係機関の皆さま、ならび
にご参加いただいた地域の
皆さまに深く感謝申し上げ
ます。

総務課　遠藤義治

2025 年 9 月 12 日（金）にホテルモ
リノ新百合丘にて「第 3 回乳がん診
療地域連携の会」を開催いたしまし
た。今回は、特別講演とパネルディ
スカッションの 2 部構成とし、地域
の医療関係者の方々 76 名にお集まり

いただきました。参加者の皆様から
「有意義な会であった」とのお声が多
数寄せられ、今後の連携強化に向け
た大きな手ごたえを感じることがで
きました。

❖	ブレスト＆イメージング先端医療センター附属クリニック	❖

乳がん診療地域連携の会

❖	西　部　病　院	❖

地域と歩むための健康まつり
❖	多　摩　病　院	❖

手作りパンのロッカー販売を開始しました
（SDGs推進・福利厚生充実の取り組みとして）

2025 年 10 月 12 日（ 日 ）に 麻 生 区
役所・麻生市民館で開催された「第
43 回あさお区民まつり」に乳がん
検診啓発団体である Smile Mamma 
Marianna（SMM）と協力してブース
を出展いたしました。SMM とは「乳
がん検診」の大切さを伝え、受診の
きっかけを作ることを目的とする医
師・看護師・診療放射線技師を中心
に構成された本学の公認団体です。

当日は、乳がん触診モデル体験コー
ナー、生活習慣アンケート、乳がん
検診案内、子ども向けクイズコーナー
を設置し、多くの方々にお越しいた
だきました。麻生区は長寿日本一の
自治体ということもあり、近隣住民
の健康に対する意識の高さが感じら
れる一日となりました。

ブース周辺のステージでは区民の

方々による太鼓、ダンス、チアリー
ディング、プロレスなど様々な演目
が披露され、会場全体が大変な賑わ
いをみせておりました。

今後も近隣の団体との交流を深め
つつ、地域医療に貢献できるよう努
めて参ります。

事務室　半澤宏宣

特別講演　「患者さんの負担軽減を目指したこれからの乳がん医療」
　　　　　　　乳腺・内分泌外科　岩谷胤生 教授

パネルディスカッション　「緩和医療からみた地域連携」
　　　　　　　 司会：乳腺・内分泌外科　川本久紀 教授

講演①「乳がんの在宅医療と地域連携」
医療法人聖癒会　百合ヶ丘駅前クリニック理事長　石井修 先生

講演②「緩和医療からみた乳がんの地域連携」
川崎市立多摩病院　緩和ケア科部長　森山久美 先生

講演③「看護師からみた乳がん患者・家族との関わり」
登戸だんだん訪問看護　看護師　新井朋 先生

あさお区民まつり


